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北海道における酸性硫酸塩土壌の追録

－新たな出現地点の追加と全地点の位置情報(緯度･経度)の補完－

独立行政法人 土木研究所 寒地土木研究所 ○石田 哲也

土壌保全研究室(現：資源保全チーム)が1994年度に発表した「北海道における各種酸性硫酸

塩土壌の区分、分布および性状」では34箇所の分布地点を、所在地(市町村名)・地層名・工事

箇所で記載しているが、位置情報は詳述していなかった。また、今後の課題として、1.分布域

を含む地図情報の充実、2.新たな分布地の追加、を掲げていた。当チームでは1995年度以降、

現在までに30箇所の新たな出現地点を追加記録している。

そこで、寒地土研４支所との連携で全ての出現地点に関する北緯・東経情報と2010年時点の

現地状況を整理したので、技術情報として発表する。
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はじめに

酸性硫酸塩土壌は、イオウやイオウ化合物を高濃

度に含有し、酸化すると硫酸が生成されるため、強

酸性を呈する土壌である。そのため、植物や作物の

生育に甚大な被害を及ぼす。農業の作物栽培での課

題だけではなく、道路工事や河川工事の法面や後背

地緑化の工事等においても課題となる土壌である。

酸性硫酸塩土壌が見出された頃に比べれば、現在

では、対策工法は格段に進歩しているが、酸性硫酸

塩土壌という特殊な土壌の存在と分布域に関する情

報は未だに充分に周知されているとは言い難い。

資源保全チームでは、土壌保全研究室の名称であ

った1994年度に、その時点で確認できていた34箇所

の酸性硫酸塩土壌の分布地点を整理して北海道農業

試験会議（成績会議）に「北海道における各種酸性

硫酸塩土壌の区分、分布および性状」1)(以下、平成

６年度資料という)を提出し公表した。

その後、2010年度までに30箇所の新たな出現地点

を追加記録しているが、取り纏めた情報としては未

公表のままであった。また、平成６年度資料で公表

した34箇所の中には、酸性硫酸塩土壌が出現した地

点の位置を特定できる調査位置図等の情報が不備で

あったり、散逸してしまっているものもあった。

そこで、34箇所の資料を再整理して出現地点が判

明した箇所と、新たな30箇所の出現地点の位置情報

を緯度・経度で整理するとともに、出現地点の2010

年における現状（特に、酸性硫酸塩土壌の露出状況）

を確認する作業を行った。

その結果、45地点の緯度・経度と2010年時点での

現地の状況を調査し、従前から蓄積していた土壌分

析値とともに整理した。技術情報として発表する。

１．調査方法

(1).既存資料の再整理

資源保全チームで保管している昭和53年度以降の

土壌調査報告書等（国営土地改良事業の調査計画地

区および実施現場からの土壌調査や分析の依頼に答

える内容で作成）を検索し、酸性硫酸塩土壌に関す

る記載を含む報告書等を全て抽出した。

酸性硫酸塩土壌の採取地点や出現地点を示す地形

図が綴られていた報告書からは、それらの地図情報

を複製整理した。

土壌採取地点が略図や圃場番号、道路や用排水路

番号で示されていて即座に位置の特定ができないケ

ースでは、該当地区の計画平面図等を蒐集し、報告

書の記載内容から出現地点を特定した。

平成６年度資料で引用していた「北海道農地開発

部耕地計画課：特殊酸性土壌改良山成工対策調査報

告書(昭和63年3月)」から共和町と三笠市での出現

地点を特定した。

美瑛町から中富良野市にかけて広域に分布してい

る十勝泥流に由来する酸性硫酸塩土壌に関しては

「上富良野町：十勝岳泥流地帯の化学的特性(1995

年)」に掲載されている地図から代表的な地点を特

定した。

以上の既存資料の整理から45箇所の出現地点を特

定することができた。

Tetsuya Ishida



Tetsuya Ishida

(2).現地調査

既存資料の整理で特定した45箇所の地図を元に、

寒地土木研究所の支所の研究員が、GPS機器（エン

ペックス気象計株式会社製 ポケナビminiEX）(写

真-1)を携帯して現地に赴き、緯度・経度を計測す

るとともに、2010年時点の現地の状況を観察・写真

記録した。酸性硫酸塩土壌の露出が確認でき、かつ、

露出地点に立ち入ることが可能な現場では土壌試料

の採取も行った(写真-2)。

現地調査の担当者は下記のとおりである。

道央支所：中谷利勝主任研究員、石井邦之研究員

道南支所：片山勝研究員

道北支所：細川博明主任研究員、長畑昌弘研究員

道東支所：川合正幸支所長、加藤道生主任研究員

写真-1 GPS機器による緯度・経度の計測状況

写真-2 土壌確認と試料採取状況

２．調査結果

(1).出現地点リストと緯度・経度

表-1に既存資料から整理した全ての出現地点のリ

ストを示した。

表中の着色の意味は以下のとおりである。

① 黄色の着色：平成６年度資料に掲載していた所

在地の出現地点(37地点)である。

② 紫色の着色：出現地点を特定できなかったこと

を示している(22地点)。したがって、緯度・経度

の値も記入できていない。

出現地点が特定できなかったとはいえ、酸性硫

酸塩土壌が消失したということではない。したが

って、所在地と地層名に留意して、大規模な工事

の実施にあたっては注意することが必要である。

③ 無着色：平成６年度資料に掲載していなかった

出現地点と1995年度以降に新たに追加記録した出

現地点で、かつ、出現地点を特定できたことを示

している(28地点)。

a)地点番号の付与

平成６年度資料では、複数の酸性硫酸塩土壌の出

現地点が存在していても、同一の市町村内で同一の

地層から出現した場合は、どこか１箇所の情報を掲

載していた。そのため所在地という表現を用いてい

た。しかし、今回の整理では、同一の市町村で同一

の地層もしくは土層からの出現であっても、連続し

た露頭でなければ、複数の出現地点のそれぞれに地

点番号を与えた。

その理由は、酸性硫酸塩土壌の偏在があるからで

ある。つまり、同一の地層もしくは土層であっても、

含有しているイオウ成分の濃度が薄ければ酸性硫酸

塩土壌の定義に合致しない場合もあるということで

ある。このような酸性硫酸塩土壌の偏在は、厚真町

の客土土取場候補地の調査等、複数の出現地点で経

験している。

b)緯度・経度の表記

緯度は北緯、経度は東経で、「度－分－秒」で表

記した。使用したGPS機器での計測値の表示は、モ

ードの切りかえはできるが、写真-1で示したような

「度－分」表示が初期設定である。

「度－分」表示の場合は、分の値の小数部分に60

を乗じれば秒の値となる。

写真-1の北緯の値の場合を例とすると以下のとお

りである。

43°23.381′ → 0.381×60＝22.86

したがって

43°23′22.86″
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表-1 酸性硫酸塩土壌の出現地点リスト

地 点

番 号
所 在 地 地 質 時 代 地 層 名 工 事 箇 所 ・ 出 現 状 況 等

緯 度 ( 北 緯 ) 経 度 ( 東 経 )

度 分 秒 度 分 秒

1 稚 内 市 新 第 三 紀 声 問 層 農 地 造 成 4 5 1 8 3 2 . 8 8 1 4 1 4 7 1 6 . 1 4
2 稚 内 市 新 第 三 紀 声 問 層 農 地 造 成 4 5 2 0 1 9 . 1 4 1 4 1 4 3 1 0 . 9 2
3 浜 頓 別 町 洪 積 世 ﾎ ﾟ ﾝ ﾆ ﾀ ﾁ ﾅ ｲ 層 客 土 土 取 場 4 5 0 5 5 7 . 6 6 1 4 2 2 2 2 2 . 9 8
4 浜 頓 別 町 洪 積 世 ﾎ ﾟ ﾝ ﾆ ﾀ ﾁ ﾅ ｲ 層 土 取 場 予 定 地 4 5 0 6 5 4 . 0 6 1 4 2 1 9 4 4 . 5 8
5 浜 頓 別 町 洪 積 世 ﾎ ﾟ ﾝ ﾆ ﾀ ﾁ ﾅ ｲ 層 土 取 場 予 定 地 4 5 0 4 5 7 . 5 4 1 4 2 1 9 5 2 . 1 4
6 浜 頓 別 町 現 世 ｸ ｯ ﾁ ｬ ﾛ 湖 底 泥 浚 渫 客 土 計 画 4 5 0 9 1 5 . 4 8 1 4 2 1 5 5 8 . 3 8
7 浜 頓 別 町 現 世 ｸ ｯ ﾁ ｬ ﾛ 湖 底 泥 浚 渫 客 土 計 画 4 5 0 8 9 . 0 6 1 4 2 1 6 4 9 . 9 8
8 中 頓 別 町 新 第 三 紀 中 頓 別 層 農 地 造 成 計 画 ﾎ ﾞ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 4 4 5 4 1 2 . 3 6 1 4 2 1 9 1 0 . 5 0
9 豊 富 町 新 第 三 紀 勇 知 層 客 土 土 取 場 4 5 1 0 3 2 . 4 6 1 4 1 3 9 1 2 . 9 0
1 0 豊 富 町 新 第 三 紀 勇 知 層 客 土 土 取 場 4 5 0 5 3 7 . 9 2 1 4 1 3 8 5 5 . 9 2
1 1 豊 富 町 新 第 三 紀 勇 知 層 客 土 土 取 場 4 5 0 7 4 2 . 1 8 1 4 1 4 5 5 0 . 9 4
図 無 幌 延 町 新 第 三 紀 勇 知 層 客 土 用 土 調 査
図 無 幌 延 町 新 第 三 紀 勇 知 層 客 土 土 取 場
図 無 幌 延 町 新 第 三 紀 勇 知 層 客 土 土 取 場
図 無 幌 延 町 新 第 三 紀 稚 内 層 ダ ム 計 画
図 無 幌 延 町 新 第 三 紀 増 幌 層 ダ ム 計 画
1 2 天 塩 町 新 第 三 紀 東 野 層 4 4 4 9 5 0 . 2 2 1 4 1 4 8 5 3 . 4 6ダ ム 計 画 ボ ー リ ン グ

1 3 天 塩 町 新 第 三 紀 東 野 層 4 4 4 9 5 7 . 0 6 1 4 1 4 9 2 7 . 6 0ﾀ ﾞ ﾑ 湖 管 理 用 道 路 造 成

1 4 天 塩 町 新 第 三 紀 勇 知 層 切 土 法 面 4 4 5 0 1 1 . 7 6 1 4 1 4 8 7 . 9 2
図 無 遠 別 町 新 第 三 紀 勇 知 層 暗 渠 掘 削
1 5 現 世 十 勝 泥 流 泥 流 ｴ ﾘ ｱ 全 域 4 3 2 8 5 6 . 8 2 1 4 2 2 7 1 4 . 5 2美 瑛 町 ･ 上 富 良 野 町 ･ 中 富 良 野 町

1 6 網 走 市 現 世 濤 沸 湖 底 泥 浚 渫 土 堆 積 4 3 5 6 1 5 . 7 5 1 4 4 2 0 5 3 . 9 4
1 7 網 走 市 現 世 網 走 湖 底 泥 浚 渫 客 土 計 画 4 3 5 9 1 3 . 7 4 1 4 4 1 3 9 . 2 4
1 8 大 空 町 ( 旧 女 満 別 町 ) 現 世 網 走 湖 底 泥 浚 渫 客 土 計 画 4 3 5 5 1 . 9 2 1 4 4 0 9 5 1 . 0 0
1 9 大 空 町 ( 旧 女 満 別 町 ) 現 世 ﾎ ﾟ ﾝ ﾄ ｰ 沼 底 泥 浚 渫 土 堆 積 4 3 5 5 3 5 . 4 0 1 4 4 0 8 1 2 . 4 8
2 0 厚 沢 部 町 新 第 三 紀 館 層 農 地 造 成 計 画 4 1 5 5 2 . 1 1 1 4 0 1 9 1 1 . 6 0
2 1 厚 沢 部 町 新 第 三 紀 館 層 農 地 造 成 計 画 4 1 5 5 0 . 4 4 1 4 0 1 8 5 . 0 9
2 2 乙 部 町 新 第 三 紀 館 層 農 地 造 成 計 画 4 2 0 0 3 . 5 8 1 4 0 1 2 3 4 . 7 8
2 3 今 金 町 新 第 三 紀 黒 松 内 層 農 地 造 成 計 画 4 2 2 4 4 6 . 0 1 1 4 0 0 8 4 9 . 7 9
2 4 小 樽 市 新 第 三 紀 変 朽 安 山 岩 ダ ム 工 事 4 3 0 7 5 2 . 4 4 1 4 1 0 2 4 3 . 5 6
図 無 余 市 町 新 第 三 紀 小 樽 累 層 農 道 法 面
2 5 倶 知 安 町 新 第 三 紀 末 広 層 農 地 造 成 4 2 5 6 5 6 . 8 2 1 4 0 4 7 4 3 . 5 0
2 6 倶 知 安 町 新 第 三 紀 末 広 層 農 地 造 成 4 2 5 7 2 9 . 3 4 1 4 0 5 1 1 2 . 1 8
2 7 倶 知 安 町 新 第 三 紀 末 広 層 農 地 造 成 4 2 5 4 4 5 . 4 2 1 4 0 5 1 3 5 . 9 4
2 8 蘭 越 町 新 第 三 紀 賀 老 山 安 山 岩 4 2 4 8 1 0 . 7 4 1 4 0 2 9 2 2 . 2 6圃 場 整 備 ・ 築 堤 用 土

2 9 共 和 町 現 世 沖 積 層 圃 場 整 備 4 3 0 1 1 0 . 0 8 1 4 0 3 2 2 6 . 6 4
図 無 石 狩 市 ( 旧 厚 田 村 ) 新 第 三 紀 盤 の 沢 層 ﾀ ﾞ ﾑ 、 農 地 造 成 計 画

図 無 石 狩 市 ( 旧 浜 益 村 ) 新 第 三 紀 ﾜ ｯ ｶ ｳ ｪ ﾝ ﾍ ﾞ ﾂ 層 草 地 造 成 計 画
3 0 月 形 町 新 第 三 紀 金 の 沢 層 農 地 造 成 計 画 4 3 2 0 1 6 . 9 8 1 4 1 3 8 2 7 . 6 0
図 無 月 形 町 新 第 三 紀 晩 生 内 層 農 地 造 成 計 画
4 5 三 笠 市 新 第 三 紀 追 分 層 客 土 土 取 場 4 3 1 4 3 9 . 7 2 1 4 1 4 8 2 4 . 1 8
図 無 三 笠 市 古 第 三 紀 幌 内 層 農 地 造 成
図 無 岩 見 沢 市 ( 旧 栗 沢 町 ) 新 第 三 紀 岩 見 沢 層 農 地 造 成
3 1 浦 臼 町 新 第 三 紀 当 別 層 農 地 造 成 計 画 4 3 2 6 3 8 . 5 2 1 4 1 4 7 2 . 0 4
図 無 雨 竜 町 新 第 三 紀 尾 白 利 加 層 切 土 法 面
図 無 北 竜 町 新 第 三 紀 増 毛 層 道 路 法 面
図 無 深 川 市 新 第 三 紀 滝 川 層 上 部 切 土 法 面
図 無 奈 井 江 町 古 第 三 紀 高 根 層 高 速 道 路 法 面
3 2 新 十 津 川 町 新 第 三 紀 農 地 造 成 法 面 4 3 3 5 2 1 . 2 4 1 4 1 3 7 4 8 . 7 2ﾜ ｯ ｶ ｳ ｪ ﾝ ﾍ ﾞ ﾂ 層

3 3 伊 達 市 ( 旧 大 滝 村 ) 新 第 三 紀 長 流 川 累 層 農 地 造 成 計 画 4 2 3 6 5 9 . 8 2 1 4 1 0 3 3 . 0 6
3 4 厚 真 町 洪 積 世 早 来 層 客 土 土 取 場 4 2 4 1 5 4 . 3 6 1 4 1 5 1 5 0 . 1 6
3 5 厚 真 町 洪 積 世 早 来 層 客 土 土 取 場 4 2 4 1 5 4 . 3 6 1 4 1 5 1 5 0 . 1 6
3 6 安 平 町 ( 旧 早 来 町 ) 新 第 三 紀 川 端 層 ﾀ ﾞ ﾑ 計 画 地 質 調 査 4 2 5 3 1 9 . 9 4 1 4 1 5 2 5 6 . 0 1
3 7 安 平 町 ( 旧 早 来 町 ) 新 第 三 紀 川 端 層 ﾀ ﾞ ﾑ 計 画 地 質 調 査 4 2 5 3 1 9 . 4 3 1 4 1 5 1 5 0 . 5 9
図 無 安 平 町 ( 旧 早 来 町 ) 新 第 三 紀 川 端 層 客 土 土 取 場 計 画
3 8 新 ひ だ か 町 ( 旧 三 石 町 ) 新 第 三 紀 西 川 層 客 土 土 取 場 計 画 4 2 1 6 5 7 . 5 4 1 4 2 4 1 5 1 . 3 6
図 無 白 糠 町 新 第 三 紀 縫 別 累 層 農 地 造 成 計 画
3 9 別 海 町 現 世 沖 積 層 調 整 池 造 成 4 3 2 5 1 . 6 0 1 4 5 1 1 5 0 . 3 7
4 0 別 海 町 現 世 沖 積 層 酸 硫 土 分 布 調 査 4 3 2 3 5 9 . 2 8 1 4 5 1 2 3 . 3 7
4 1 別 海 町 現 世 沖 積 層 明 渠 掘 削 4 3 2 3 5 9 . 6 3 1 4 5 1 4 4 8 . 6 8
4 2 別 海 町 現 世 沖 積 層 明 渠 掘 削 4 3 2 3 2 2 . 8 9 1 4 5 1 5 1 1 . 9 3
図 無 豊 頃 町 現 世 沖 積 層 明 渠 掘 削 法 面
4 3 豊 頃 町 現 世 沖 積 層 浚 渫 土 堆 積 4 2 4 1 2 0 . 3 0 1 4 3 3 8 3 7 . 3 0
図 無 浦 幌 町 新 第 三 紀 幾 千 世 累 層 農 地 造 成 計 画
図 無 浦 幌 町 新 第 三 紀 足 寄 本 別 層 農 地 造 成 計 画
図 無 浦 幌 町 新 第 三 紀 貴 老 路 層 農 地 造 成 計 画
4 4 浦 幌 町 現 世 沖 積 層 排 水 機 場 建 設 4 2 4 3 1 4 . 4 7 1 4 3 4 0 4 9 . 1 3

c)緯度・経度の利用

緯度・経度は、インターネットのマップサイト等

で出現地点の場所の確認や周辺状況の事前調査等に

利用できる。

例えば、図-1に示したGoogleEarthの旅では、緯

度・経度を入力すると、その地点の地図や航空写真

が表示されるので、酸性硫酸塩土壌が出現した地点

の状況をビジュアルに把握できる。

図-1 GoogleEarthの旅ﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞの一部



また、酸性硫酸塩土壌の特徴的な青灰色～灰白色

の露頭が消失してしまっている現地に行くにあたっ

ても、GPS機器や携帯電話のGPS機能を利用すること

で、酸性硫酸塩土壌の出現地点に辿り着くことがで

きる。

写真-3は地点番号33の現況写真である。普通土に

覆われ、若干の植生も回復しているため、酸性硫酸

塩土壌が潜んでいるとは判別しがたいが、20cm程度

掘削しただけで酸性硫酸塩土壌が出現する(写真-

4)。このような地点の探索にあたって、緯度・経度

の情報は極めて有効であると考える。

写真-3 地点番号33の法面の現状

写真-4 地点番号33の法面を20cmほど掘削して

露出した酸性硫酸塩土壌

(2).出現地点の現状

表-2に各出現地点の2010年度時点での現状を示し

た。特に、酸性硫酸塩土壌が露出したままになって

いるか否かを記載した。以下のように集計される。

①全面的に普通土や植生で被覆されている：33地点

②部分的に酸性硫酸塩土壌が露出している：５地点

③酸性硫酸塩土壌が露出している・・・・：６地点

④不明・・・・・・・・・・・・・・・・：１地点

45箇所の出現地点のうち、33地点は自然植生に被

覆されたり、対策工事によって酸性硫酸塩土壌の露

出が解消されている。また、湖底浚渫土やボーリン

グ調査のように、土壌を利用しようとして採取・分

析した結果、酸性硫酸塩土壌であることが判明した

地点では、そもそも酸性硫酸塩土壌は露出はしてい

なかった。

一方、大部分が露出または部分的に露出している

11地点では、法面が急峻で対策の難しい場所も含ま

れているが、農耕地や道路・水路、ダム堤体等の近

傍に位置しており、普通土による被覆といった対策

を行うことが望ましい。

表-2 2010年度時点での現地状況

(3).分布図

今回の整理で出現地点の緯度・経度が明らかとな

った45地点を北海道全図に地点番号を添えた青点で

示した(図-2)。市町村境界線は2010年時点の179市

町村である。

出現地点の緯度・経度は特定できなかったが、平

成６年度資料で酸性硫酸塩土壌の存在が確認できて

いた市町村は以下の10市町村で、黄色の着色をして

示した。

①幌延町 ②遠別町

③余市町 ④石狩市(旧厚田村および旧浜益村)

⑤岩見沢市(旧栗沢町) ⑥雨竜町

⑦北竜町 ⑧深川市

⑨奈井江町 ⑩白糠町

これらの市町村では、近傍で出現地点が確認でき

ている酸性硫酸塩土壌を含む地層の分布範囲から、

当該市町村での出現区域を推定し、大規模な土木工

事の施工に際しては注意を払う必要がある。

地 点

番 号

2 0 1 0 年 時 点 で の 現 地 状 況

( 酸 性 硫 酸 塩 土 壌 の 露 出 の 有 無 )

1 大 部 分 が 露 出
2 ほ ぼ 崩 落 土 で 被 覆 し て い る が 、 部 分 的 に 露 出
3 全 面 的 に 植 生 被 覆
4 ほ ぼ 植 生 被 覆 し て い る が 、 部 分 的 に 露 出
5 大 部 分 が 露 出
6 全 面 的 に 植 生 被 覆
7 全 面 的 に 植 生 被 覆
8 全 面 的 に 植 生 被 覆
9 全 面 的 に 普 通 土 で 被 覆
1 0 全 面 的 に 普 通 土 で 被 覆
1 1 全 面 的 に 普 通 土 で 被 覆
1 2 大 部 分 が 露 出
1 3 全 面 的 に 植 生 被 覆
1 4 全 面 的 に 植 生 被 覆
1 5 全 面 的 に 普 通 土 被 覆 し 水 田 利 用
1 6 全 面 的 に 普 通 土 で 被 覆
1 7 採 取 地 点 は 湖 底
1 8 採 取 地 点 は 湖 底
1 9 全 面 的 に 普 通 土 被 覆 し 畑 利 用
2 0 全 面 的 に 植 生 被 覆
2 1 全 面 的 に 植 生 被 覆
2 2 全 面 的 に 植 生 被 覆
2 3 全 面 的 に 植 生 被 覆
2 4 ほ ぼ 植 生 被 覆 し て い る が 、 部 分 的 に 露 出
2 5 大 部 分 が 露 出
2 6 馬 鈴 薯 原 種 圃 場 に つ き 進 入 不 可 。 未 確 認
2 7 全 面 的 に 普 通 土 被 覆 し 畑 利 用
2 8 全 面 的 に 植 生 被 覆
2 9 全 面 的 に 普 通 土 被 覆 し 水 田 利 用
3 0 ほ ぼ 植 生 被 覆 し て い る が 、 部 分 的 に 露 出
4 5 全 面 的 に 植 生 被 覆
3 1 全 面 的 に 植 生 被 覆
3 2 全 面 的 に 植 生 被 覆
3 3 全 面 的 に 植 生 被 覆 し て い る が 薄 い
3 4 大 部 分 が 露 出
3 5 大 部 分 が 露 出
3 6 全 面 的 に 植 生 被 覆
3 7 全 面 的 に 植 生 被 覆
3 8 ほ ぼ 崩 落 土 で 被 覆 し て い る が 、 部 分 的 に 露 出
3 9 全 面 的 に 植 生 被 覆
4 0 全 面 的 に 普 通 土 被 覆 し 草 地 利 用
4 1 全 面 的 に 普 通 土 被 覆 し 草 地 利 用
4 2 全 面 的 に 普 通 土 被 覆 し 草 地 利 用
4 3 全 面 的 に 植 生 被 覆
4 4 全 面 的 に 植 生 被 覆
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図-2 緯度・経度が明らかとなった44箇所の位置図
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３．酸性硫酸塩土壌を巡る社会的情勢

日本における土木工事と酸性硫酸塩土壌の関わり

の歴史は定かではないが、1939年に茨城県霞ヶ浦干

拓地で出現した酸性硫酸塩土壌に関する報告が取り

纏められ発表された。この報告が日本における酸性

硫酸塩土壌への科学的なアプローチの嚆矢と言われ

ている。その後、島根県波根湖干拓、岡山県児島湾

干拓、秋田県八郎潟干拓、島根県中海干拓など、干

拓地での被害発生や対策が報告され、酸性硫酸塩土

壌は臨海部の干拓地での問題と認識されていた。

しかし、1967年の東海地方の台地の畑の圃場整備

事業で酸性硫酸塩土壌が出現したとの報告を始めと

して、内陸部での出現が報告され始めた。その背景

には農地造成工事や圃場整備工事が大規模化し、広

く深く切土する現場が増えたことにある。

北海道では1978年に浜頓別地域で実施された客土

工事で、作物に被害が生じ、その原因を調査したと

ころ、客入土が酸性硫酸塩土壌であったためと判明

した事案が最初である2)。

以来、30年以上を経過し、酸性硫酸塩土壌に対す

る緑化工法等の対策工法も充実してきている3)。

当チームでも酸性硫酸塩土壌に関する知見の浸透

を目的として、現地講習会での講演や寒地土研月報

への情報掲載4)に努めてきている。

しかし、2010年7月3日の北海道新聞の特集記事で

取り上げられた内容(図-3)に鑑みると、酸性硫酸塩

土壌に関する情報や知識は、本土壌に関わった経験

を持つ研究者や事業者の範囲に限られ、社会全体へ

の周知は不十分であると言わざるをえない。

特に、酸性硫酸塩土壌の分布域に関する整理は遅

れており、本土壌が含まれる地層の分布域から注意

を促すことは可能であっても、実際に疑わしい土壌

が出現した際に、酸性硫酸塩土壌であるか否かを確

実に判定するためには、土壌試料の分析が必須であ

る。また、近年の研究者達の酸性硫酸塩土壌に対す

るアプローチは、本土壌から有用な成分や微生物資

源を抽出・発見する方向にシフトしてきている。こ

Tetsuya Ishida



のことに異議を唱えるつもりはないが、従前から蓄

積してきている基礎土壌学や応用土壌学からの追究

も、国土の保全・利用を進める上で継続していかな

ければならないと考えている。

図-3 北海道新聞に掲載された酸性硫酸塩土壌に関する特集記事（抜粋）

おわりに

酸性硫酸塩土壌は思いも寄らぬ場所から出現する

ことがある。したがって、一般市民や土木建築事業

者からの酸性硫酸塩土壌に関する種々の問い合わせ

に、いつでも的確に答えていけるようにデータの整

理を充実させていくことは、研究機関として大切な

使命であると考えている。そのためには、農業・河

川・道路・建築といった部門を問わず工事現場から

情報を提供していただくことが極めて重要である。

関係者の協力を改めてお願いする。

今回の調査で整理した、緯度・経度や土壌分析結

果等は、出現地点ごとに１パッケージにして原本と

して保管してある。機会を得て電子データ化して情

報の散逸を防ぐとともに、検索に供する態勢を整え

たいと考えている。

本報告が酸性硫酸塩土壌対策の一助となることを

期待している。
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